











































































 平成 21 年 11 月 7 日(土)に、3 歳児から中学 3 年生
までの 74人を対象とした「料理教室」を開催した。 
3歳児から小学2年生までの36人(低学年グループ)と、





 男子 女子 合計 
中学 3年生 0 1 1
中学 2年生 0 0 0
中学 1年生 0 2 2
小学 6年生 6 2 8
小学 5年生 5 5 10
小学 4年生 1 8 9
小学 3年生 4 4 8
小学 2年生 4 5 9
小学 1年生 3 10 13
5 歳児 2 0 2
4 歳児 3 2 5
3 歳児 0 7 7






































(1) 味覚 「おいしかった」「○○がおいしかった」 
                                             26 
(2) 態度 「楽しかった」「うれしかった」「とにかく
おもしろい」                             31 
(3) 受容 「ともだちとできてうれしい」「みんなでつ
くってたのしかったよ」「家のみんなにも今日食





すくなったけど、がんばりました」         11 
(5) 関心 「家でも作ってみたいです」「料理教室にき
てよかった」「今度こそ、きれいにおいしくつく
りたいです」「またやりたい」       17 
 高学年グループで行った認知的要素、情意的要素は
調理中の態度や心の動きに大きな関わりを見せた。調
味料を測る時には必ず計量スプーンを使用した。「計量
スプーンはどこ？」と探す態度はグループ全体に重要
なこととして受け止められていた。また、「おすそ分け」
では、子どもたちが「なぜ、あげなくちゃいけないの」
「いくつあげればいいの」などと問いかけてくる態度
が見られ、料理を分ける、食べていただくという食を
通じたコミュニケーションが家庭の中で希薄になって
きていることがうかがえた。 
 食育基本法の第 11条には、教育関係者等の責務とし
て「教育並びに保育、介護その他の社会福祉、医療及
び保健に関する職務に従事する者並びに教育等に関す
る関係機関及び関係団体は、食に関する関心及び理解
の増進に果たすべき重要な役割にかんがみ、基本理念
にのっとり、あらゆる機会とあらゆる場所を利用して、
積極的に食育を推進するよう努めるとともに、他の者
の行う食育の推進に関する活動に協力するよう努める
ものとする。」とあり、大学・研究機関などには食の情
報をアクセスできる機関としての役割が求められてい
るといえる。 
 今回の料理教室の感想からは 5つのカテゴリーが見
えてきた。「味覚」「態度」「受容」「価値づけ」「関心」
は、いずれも子どもの健全な成長に欠かせないもので
ある。子どもを対象とした料理教室においてはこれら
5 つの視点から到達評価を定めていくことが肝要であ
り、単発であっても教育機関としての役割を果たすこ
とができる取り組み方が必要であると考える。 
